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した．筋電図データは MVC における最大振幅値を 100%として標準化を行った．筋活動の評価には 20%MVC















10.4±4.8 回／時間であった．5%MVCでは，20.6±10.1 回／時間であり，5Nでは 26.2±12.8 回／時間で
あった．5Nの咬合力を発生させた時に生じた筋活動量が 5%MVCよりも大きかった 4名の被験者を除く，
18 名において 5N以上のバースト発現回数が最も多かった． 
全被験者における睡眠１時間あたりの平均バースト持続時間は，筋電図波形の閾値を 20%MVCとした場







































































3) 5N咬合力相当以上の筋活動が睡眠 1時間あたり 10分以上認められる者がいることが認めら
れた。 
 
上記の結果から、微弱な筋活動に着目した顎口腔系の機能評価を今回開発したシステムを用い
ることによって実施できる可能性が示され、今後臨床的に有用な知見を得るための重要な基盤が
確立できたと考えられた。 
 
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
 
 
 
